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1．研究目的

　高等学校の新学習指導要領解説
1）
に お い て 、化学

分野 の 「（5）高分子化合物の 陛質 と利用」の 「ア　高

分子化台物 」では 『合成高分子化合物の 構造、性質

及び合成につ い て 理解する こ と』と記 され て い る 。

合成高分子化合物 の
一

種 である繊維は衣類 を構成

し、 生活 に関わ っ て い るため 、 繊維 の 学習を とお し

て学習内容を身近 に感 じ
、 学習意欲に つ なが る と考

えた。

　本研究は、再生繊維の ひ とつ である銅ア ン モ ニ ア

レー ヨ ン を題材とした 。 原料 として ア ン モ ニ ア や硫

酸銅などの 基本的な物質を用い て合成され るため、

生徒の 驚きや感動も大きく、生徒による個別実験を

行い た い と考えた 。 しか し、劇物 の 試薬の ため 、安

全性や、そ の 使用量 と廃液 の 削減が求め られ る。

　以上 より、銅ア ン モ ニ ア レ
ー

ヨ ン の 合成実験の 教

材化の ため、マ イ クロ ス ケ
ー

ル 実験を導入 して 開発

を行 っ た 。

2．教材実験の方法

　銅ア ン モ ニ ア レ
ー

ヨ ン の 合成実験は次の 3 段階

に よる。

i） シ ュ バ イ ツ ァ
ー溶液を調製する。

i）　 i）にセ ル ロ
ー

ス を溶か し込む。

ii）　i ）を細孔 か ら希硫酸中に押 し出し、セ ル ロ
ー

　　 ス を再生する。

　マ イ クロ ス ケ
ー

ル 実験 による教材化 の た め、通常

ス ケ
ー

ル の 実験方法 Ptを参考に 、 試薬量 の 削減と、

安全な実験器具の 開発 、検討を行 っ た 。 今回は、セ

ル ロ ース にろ紙を、細孔による押 し出 しにプラ ス チ

ッ ク製の 注射器を用い た 。 注射器 の 針も、先が平ら

なス テ ン レ ス 製や、柔らか い テ フ ロ ン 製を用い検討

した。また、安全性 の 向上 の た め、ア ン モ ニ ア の刺

激臭対策を検討 した。

3 ．結果と考察

　 マ イ ク ロ ス ケ

ー
ル 化 の ため、ガ

ラ ス カ ッ プ （約

8。5mL ）、プラス チ

ッ ク製撹拌棒（約

9cm ）、 注 射 器

（lmL ）を用い て器

具の 小型化 を試み

た。そ の 結果、通常

ス ケ
ー

ル の 約 1／5

の 試薬量となっ た。

図 1 押 し 出 し

図 2 巻 き 上げ

図 1 は、注射器により希硫酸中に押 し出して い る と

こ ろ、図2 は合成 した銅ア ン モ ニ ア レ
ー ヨ ン を巻き

上げて い るとこ ろを示す。器具の ノ亅型 化に より、ろ

紙も溶か しやすくなり、操作が簡便になっ た。また、

先端が平らな針で押 し出 して繊維を再生 させ る こ

とがで きた。希硫酸は通常Ptの半分の 濃度で 行っ た。

ア ン モ ニ ア は濃度を小 さくする と沈殿が生 じるた

め、ア ン モ ニ ア を入れる容器の開 口 部を小 さくする

方向で今後検討する。

4 ．今後の課題

　教材に必要な量 の 繊維 を得るため、さらに、ろ紙

に代わる身近な紙製品を用い る方法に つ い て も検

討する。授業実践により、教材実験の 有効陸も確か

める。
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